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 先週も雪が随分と降りました。２月１９日（水）の朝、校庭に

行ってみると一面の銀世界でした。そして、２時間目くらいでし

ょうか、本校２棟３階から校庭を見てみると、右の写真のように

ドラえもんが出現していました。聞くところによると、６年２組

のこどもたちが雪を踏み固めながら作成したとのこと。よく描け

ているなと感心しましたし、低学年のこどもたちがとてもうれし

そうに校庭を眺めているのが印象的でした。 

「６年生を送る会」から… 

 2月21日（金）の２，３校時、全校のこどもたちが体育館に集合し、６年生を送る会を行いました。こ

の送る会では、各学年が練習してきた出し物（ダンスやメッセージを送るなど）を披露したり、５年生が作

成したくす玉を割ったり、６年生のこれまでの様子を振り返る「思い出のアルバム」（５年生が作成したプレ

ゼン）を見たりしました。また、６年生も１～５年生に向けてプレゼントを贈ったり、楽しい出し物をした

りしました。 

 

 会場全体が、あたたかい空気に包まれました。それは、1～5年生全員

が「今までありがとう」「中学校に行ってもがんばってね」という思いを込
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めて、一生懸命に歌やかけ声、ダンスをしたり、観ているこどもたちも

教職員も大きな拍手をしたりして、みんなが笑顔だったからだと思いま

す。左の写真のように、祝福される６年生も終始笑顔で、真剣に見入っ

ていました。きっと、６年生の心にも染みる送る会になったことと思い

ます。卒業まで、残りおよそ３週間。チーム６年生としての卒業も大事

ですが、６年生一人一人にとって自分の小学校卒業を、自分の大きな節

目を創ってほしいと思っています。 

１～４年生も本番に向けて出し物の練習に励んできました。練習に励

んだからこそ、本番では自信をもって発表できました。素敵な出し物で

した。また、忘れていけないのは５年生のがんばりです！５年生は３学

期が始まってから準備に取り組んでいました。一人一人がそれぞれの役

割で活躍しました。前回の学校だよりでも少しお伝えしましたように、

準備、リハーサル、そして本番と、６年生のために、６年生に楽しんで

もらおうと心を込めて取り組んでいる姿がとても印象的でした。今の５

年生が来年度の学校のリーダーです。「期待大！」です。そう言えば、こ

の送る会が終わり（６年生が退場した後）５年生の子が１～４年生に感

謝の気持ちを伝える場面がありました。そして、１～３年生が退場した後、４年生が５年生にエールを送る

場面がありました。昨年度もこのような場面があったことと記憶しています。これも古志原小学校の伝統の

一つなのでしょうね。 

４年生せんだんの学習から… 

 ４年生はせんだんの時間（総合的な学習の時間）に将来の夢について調べたり、発表の準備をしたりして

います。その学習の一つとして、2月19日（水）３校時に株式

会社「メリット」から４名の方をお招きして学習を行いました。

（株式会社メリットは古志原小学校区にあり、情報誌「ラズダ」

「鳥取・島根のリーディング企業」などを出版している会社で

す。）４年生は、今年度福祉についての学習に取り組んでいまし

たので、最初はその福祉についての話から始まり、その後身近に

あるいろいろな職種の会社やそこで働く人たちの思いを紹介し

ていただきました。中には、こどもたちが知っている会社も出て

きて盛り上がっていました。どんな仕事でも働いている人には思いや願いがあり、そしてそこには誇りがあ

ります。こどもたちはそういうことを感じたことと思います。 

 

 

 

 

 

 最初のところで「発表の準備」と書きましたが、発表は３月４日（火）の授業公開日（４～６年生）の予

定と聞いています。楽しみにしていてください。 

 授業公開日と言えば、２月２７日（木）の午後、１～３年生を対象とし

た授業公開を予定しています。３月４日（火）とあわせて、今年度最後の

授業公開日です。お忙しいこととは思いますが、お出かけいただくと喜び

ます。右の写真は１年生が発表の練習に取り組んでいる様子です。ろうか

では、友達といっしょに縄跳びの練習をしたり、教室ではブリッジの練習

をしたりする姿が見られました。こどもたちもきっと楽しみにしているこ

とと思います。よろしくお願いします。 

私はお話を聞いて、仕事のことがよくわかりました。身の回りのものをあたりまえのように使ってい

るけど、本当はいろいろな人の支えがあってこそ、このあたりまえのような生活をしていることがわか

りました。また、仕事をするということは、人のためになることや、その仕事をやっている人たちのやり

がい、それから思いがわかりました。ありがとうございました。        ～お礼の手紙より～ 
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